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推進体制（主なもの）
（かっこ内は設立年月もしくは期間）

構想・計画・ルール

藤沢市都市再生ビジョン(H15.7)
辻堂駅周辺地区整備基本計画(H16.2)
都市再生緊急整備地域(H16.5)
辻堂駅周辺地区まちづくり方針(H17.7)

辻堂駅周辺地区整備計画(H18.2)
湘南C-Xまちづくりガイドライン(H18.7)

景観地区指定 (H19.4)

1．辻堂駅周辺地区（湘南C-X）（開発の進捗に伴い計画調整の体制が変化した事例）

１）湘南C-X地区の概要

•平成14年11月、JR辻堂駅北口周辺の民間企業の撤退によりできた跡地に広域的な都市連携の中核となる都市拠点を

形成するという都市再生ビジョンを具現化するために、市民・企業・行政が協働してまちづくりを進め、平成24年度をもって事

業を完了した。

２）湘南C-X地区のまちづくり推進体制の概要

•藤沢市内部、周辺自治体との連携体制も整えつつ、専門家・企業者からなる組織、地権者組織、市民などからなる組織を

立ち上げ、まちづくりを推進してきた。（下図参照）
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事業化段階 事業実施段階 土地利用開始段階構想・計画検討段階

辻堂駅周辺地区
整備基本計画検討委員会
(H15.7)

地権者会議（H15.4）

藤沢市辻堂駅周辺地域まちづくり会議（H15.8～H23.3）
茅ヶ崎市辻堂駅西口周辺まちづくり市民会議（H15.10～H17）

辻堂駅周辺地区
整備基本計画調整委員会
(H16.8)

湘南C-Xまちづくり調整委員会(H18.6)

・企業誘致会議
・土地利用・景観部会(H18.7)

まちづくり推進体制の他地区事例 【参考資料-２】



〈専門家・企業者委員会〉
辻堂駅周辺地区整備基本計画検討委員会

【メンバー】
学識経験者、地権者企業、神奈川県、藤沢市、茅ヶ崎市、JR東日本、UR都市機構、地元経済関係団体等

・まちづくり基本計画の検討

まちづくり会議

•地元意見集約、提案の場

藤沢市辻堂駅周辺地域
まちづくり会議
【メンバー】

関係地区の自治会、商店会、
工業会、市民団体、専門家

•市民の視点で提案

茅ヶ崎市辻堂駅西口周辺
まちづくり市民会議

【メンバー】

工場敷地に隣接し辻堂駅を
利用する自治会、商店会、住

民団体、茅ヶ崎市

•市民の視点で提案

３）推進体制

（1）構想計画検討段階

• まちづくり基本計画を策定するため、辻堂駅周辺地区整備基本計画検討委員会を立ち上げる。

•当地区のまちづくりに参加する企業や市民等を集めて、２つのまちづくり協議会を立ち上げる。

（2）事業化段階

•辻堂駅周辺地区整備計画を策定するため、 、辻堂駅周辺地区整備基本計画調整委員会（辻堂駅周辺地区整備基本

計画検討委員会の後継組織）を立ち上げる。

行政まちづくり調整会議
【メンバー】

藤沢市、茅ヶ崎市

•行政間の調整を行い、行

政として実施する内容を

提示する

地権者会議
【メンバー】

地権者企業・JR東日本・UR
都市機構・藤沢市

•地権者の意向をとりまとめ

る

辻堂駅周辺地区整備基本計画 辻堂駅周辺地区整備計画

連携

検討・策定

まちづくり会議
•地元意見集約、提案の場

藤沢市辻堂駅周辺地域
まちづくり会議
【メンバー】

関係地区の自治会、商店会、
工業会、市民団体、専門家

•市民の視点で提案

茅ヶ崎市辻堂駅西口周辺
まちづくり市民会議

【メンバー】
工場敷地に隣接し辻堂駅を
利用する自治会、商店会、住

民団体、茅ヶ崎市

•市民の視点で提案

〈専門家・企業者委員会〉
辻堂駅周辺地区整備基本計画調整委員会

【メンバー】
学識経験者、地権者企業、神奈川県、藤沢市、茅ヶ崎市、JR東日本、UR都市機構、地元経済関係団体等

•整備計画、事業フレームなどの検討

提案

連携

提案

行政まちづくり調整会議
【メンバー】

藤沢市、茅ヶ崎市

•行政間の調整を行い、行

政として実施する内容を

提示する

連携 連携
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検討・策定

提案提案提案提案

地権者会議
【メンバー】

地権者企業・JR東日本・UR
都市機構・藤沢市

•地権者の意向をとりまとめ

る



〈専門家・企業者委員会〉
C-Xまちづくり調整委員会

【メンバー】
学識経験者、地権者企業、神奈川県、藤沢市、茅ヶ崎市、JR東日本、UR都市機構、地元経済関係団体等

•（同左）

まちづくり会議
•地元意見集約、提案の場

藤沢市辻堂駅周辺地域
まちづくり会議
【メンバー】

関係地区の自治会、商店会、
工業会、市民団体、専門家

•市民の視点で提案

茅ヶ崎市辻堂駅西口周辺
まちづくり市民会議

【メンバー】
工場敷地に隣接し辻堂駅を
利用する自治会、商店会、住

民団体、茅ヶ崎市

•市民の視点で提案

湘南C-Xまちづくりガイドライン

〈専門家・企業者委員会〉
C-Xまちづくり調整委員会

【メンバー】
学識経験者、地権者企業、神奈川県、藤沢市、茅ヶ崎市、JR東日本、UR都市機構、地元経済関係団体等

• 「まちづくり方針」、「まちづくりガイドライン」を具体の形にするまちづくり協議システムとして湘南C-Xの地域再

生事業を総合的な調整

•企業誘致会議（地権者企業、専門家、藤沢市）土地利用・景観部会（都市計画、都市デザイン、ランドス

ケープ、色彩、建築、環境設備の専門医絵6名、藤沢市）の２つの会議を設置し、企業誘致及び「まちづくり

方針」や「まちづくりガイドライン」に基づく施設計画・デザインの調整を実施

提案

行政まちづくり調整会議
【メンバー】

藤沢市、茅ヶ崎市

•行政間の調整を行い、行

政として実施する内容を

提示する

連携 連携

検討・策定

提案提案

地権者会議
【メンバー】

地権者企業・JR東日本・UR
都市機構・藤沢市

•地権者の意向をとりまとめ

る

（3）事業実施段階

•今後のまちづくりの調整を担う組織として、C-Xまちづくり調整会議（辻堂駅周辺地区整備基本計画調整委員会の後継組

織）を立ち上げる。

•下部組織として、企業誘致の調整を担う企業誘致会議、計画・設計の調整を担う土地利用・景観部会を立ち上げる。

（４）土地利用開始段階

•企業誘致の調整を担う企業誘致会議、計画・設計の調整を担う土地利用・景観部会を立ち上げる。

提案

行政まちづくり調整会議
【メンバー】

藤沢市、茅ヶ崎市

•行政間の調整を行い、行

政として実施する内容を

提示する

連携
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提案

地権者会議
【メンバー】

地権者企業・JR東日本・UR
都市機構・藤沢市

•地権者の意向をとりまとめ

る



１）柏の葉アーバンデザインセンター（UDCK）の概要

• UDCKは、東京大学教授であった北澤猛氏の提唱により、行政・民間・大学が参画し

て平成18年11月に創られた我が国最初のアーバンデザインセンター。まちづくりの企画・

調整機能の一部を行政外部に独立した拠点として置くことで、先進的なマス・コラボレー

ション（「公・民・学」連携によるコラボレーションの総合化・複合化）によるまちづくりに

取り組んでいる。

• UDCKの活動エリアは、千葉県柏市北部のつくばエクスプレス沿線、柏の葉キャンパス

駅～柏たなか駅一帯の開発地区とその周辺（約13km2）。エリア内には、東京大学

柏キャンパス、千葉大学柏の葉キャンパスをはじめとする研究機関が立地。

•平成15年度から千葉県が中心となり「柏・流山地域国際学術研究都市づくり事業」に

着手し、平成20年3 月に、千葉県・柏市・東京大学・千葉大学の4者により「柏の葉

国際キャンパスタウン構想」を策定（平成26年3月内容充実化）。公・民・学連携に

よる国際学術研究都市・次世代環境都市」づくりを理念に、大学と地域が空間的にも

活動的にも融和し、そこから新たな文化や産業が生み出されるようなまちづくりを目指し、

８つの目標を掲げている。UDCKが事務局となって施策の検討等に取り組んでいる。
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２．柏の葉アーバンデザインセンター（UDCK）（産官学が連携するプラットフォーム型のエリアマネジメント組織の事例）

公・民・学の連携によるマス・コラボレーション イメージ

柏の葉国際キャンパスタウン構想8つの目標（平成26年充実化版）

２）柏の葉アーバンデザインセンター（UDCK）の運営体制

（１）公・民・学のステークホルダーによる共同運営

• UDCKは、柏の葉のまちづくりに深くかかわる公・民・学の７つの構成団体による共同運営を基本としています。

各構成団体の代表で「運営委員会」を組織し、施設や物品に係る経費、専任スタッフ等の人件費、基本的

な活動経費は、各構成団体の持ち寄り（共同負担）により賄っている。加えて関係公共団体や各種専門

機関が、協力団体としてUDCKの活動を支えている。

•スタッフについては、センター長（1名）、副センター長4名（うち専任1名）、ディレクター9名（うち専任5

名）で運営。ディレクターの担当分野は施設企画・地域連携、エリアマネジメント、特区・SDGs、健康づくり、

建築・都市(3名)、アート・コミュニケーションとなっている。

（２）プラットフォーム型の組織運営

•独立した事業体ではなく、まちづくりに関わる多様な主体が柔軟に関与し、連携するプラットフォーム型の組織

運営を志向。

•正副センター長とディレクターを中心に、まちづくりに係る主要メンバー間での密な情報共有を図るとともに、テー

マ別の専門部会を設置・運営し、戦略づくりや個別プロジェクトの企画・調整を行っている。

（３）UDCKを支える二つの法人組織

•プラットフォームとしての任意団体「柏の葉アーバンデザインセンター（UDCK）」を母体としつつ、法人格を持

つ団体として、調査研究・計画提案・デザイン調整等を担う①一般社団法人柏の葉アーバンデザインセンター

と、公共空間の管理運営を担う②一般社団法人UDCKタウンマネジメントの二つの法人組織を設立している。

•二つの法人は「都市再生推進法人」の指定を受け、 UDCK全体の活動と一体性を保ちながら、契約行為

や必要な独自事業を担い、柏の葉のまちづくりを支えている。

事業実施段階
でUDCK設立



３）UDCKのプロジェクト

• UDCKは、柏の葉国際キャンパスタウン構想の実現を使命としながら、多分野にわたるプロジェクトの推進・支援を行っている。

• その活動テーマは、以下の３つに大別される。

①先端知を活かすスマートシティの具現化 ②良質なアーバンデザインの推進 ③生き生きとしたコミュニティの形成

• これらに総合的に取り組むことで、例えば、新技術を取り入れた先端的なプロジェクトを、実際の空間やコミュニティに落とし込

みながら推進したり、あるいは地域コミュニティと共に良質な都市空間のマネジメントを行ったりできることが、UDCKの大きな特

長となっている。
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【主な取組】
■環境負荷の低減
◆エネルギーマネジメント
・住戸やオフィスでのエネルギー使用状況の見える化や街区を超えた電力融通など
◆環境配慮型開発
・駅周辺の重点地区における環境配慮ガイドラインを策定・開発を誘導
・次世代モビリティの実証、自動運転バスの導入など、駅を中心とした半径2km圏の
快適な移動環境形成に向けた、実証実験

■健康につながるまちづくり
◆まちの健康研究所 [あ・し・た]
◆ウォーカブルデザインの推進
・「ウォーカブルデザインガイドライン」を策定。歩くことの普及と歩行環境の整備・改善を推進

■ Society5.0の実現（スマートシティ構想）
■フィールド型実証実験の受け入れと支援
■まちの国際化

【主な取組】
■開発に係るビジョンやガイドライン策定
■公共空間のデザイン・マネジメント
◆柏の葉キャンパス駅西口駅前
・駅前広場と駅前通りの高質化（ケヤキの高木植栽、舗装や
ファニチャー類の設置、イベント用電源・水栓の設置等)を実施
・柏市や地域との役割分担による管理運営を行う
◆柏の葉アクアテラス
・親水性のあるイベントスペースや様々な憩いの空間を整備。
・柏市や地域との役割分担による管理運営を行っている。 等

■個別開発の景観協議
■都市環境デザインスタジオ（東京大学・千葉大学・東京理科大
学・筑波大学の4つの大学院共同による都市デザイン演習）

【主な取組】
■UDCKまちづくりスクール
■千葉大学柏の葉カレッジリンク・プログラム
■子ども達のための学び・体験プログラム
◆ピノキオプロジェクト
◆未来こどもがっこう
■地域活動の支援・イベント連携
■多様なメディアでの情報発信
■多様な交流の場の提供 Ｋサロンほか
■柏の葉キャンパス駅前まちづくり協議会（UDCKは事務局を担当）

※UDCK概要パンフレット（柏の葉アーバンデザインセンターの概要と活動（2019年6月））、書籍「アーバンデザインセンター 開かれたまちづくりの場」から作成


